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エルサルバドルカカオ

エルサルバドル基礎情報：国土面積 約 21,000 km²（中米で最小国・四国より少し大きい）
 人口             650万人 GDP 約 353.65 億米ドル
 主産業：農業(コーヒー、サトウキビ、トウモロコシ、綿）

カカオ 品種：クリオロ種・トリニタリオ種
生産量：1000MT～1500MT（推定）（世界の0.01％）
輸出品は全量ファインカカオ（ICCO定義にて）
ミネラル豊富な火山灰土壌
海と山に囲まれた多様な地形や気候



エルサルバドルは古代マヤ文明の領域に含まれており、紀元前からカカオ
栽培と利用が行われていました。

エルサルバドルの西部には、中米のポンペイと呼ばれるマヤの遺跡「ホヤ・
デ・セレン（Joya de Cerén）」があり、住居近く・庭・畑のマクロ植物残存物か

ら、６世紀ごろに豆類、とうがらし、トウモロコシとともにカカオが含まれてい
たことが報告されています。

エルサルバドルとマヤ文明との繋がり



エルサルバドル Hacienda San Jose Del Real De La Carrera

アシエンダ サンホセ デルレアル デラ カレラ

美しいヒキリスコ湾の側にある緑豊かなシェードツリー
に囲まれたアグロフォレストリーシステムを実施してい
る１００年の歴史のあるエルサルバドル最大の農園です。

農園の周囲には多種多様な動植物が生息する１００ヘク
タール以上の私有保護区があり、動植物の保護保全を行
いながら農園運営を行っています。収穫量が少ないため
世界的にも珍しい希少なカカオ産地です。

JICAと国立エルサルバドル大学と協業でプロジェクトを
実施。（工芸作物バリューチェーン振興プロジェクト
（CREVAS））
カカオの発酵技術指導、品質評価、チョコづくりなどの
実践的研修や企業とのマッチング支援など。

フルーティ  ★★★★☆

ナッティ  ★★★☆☆

ハーバル  ☆☆☆☆☆

フローラル  ★☆☆☆☆

フレーバー：ヘーゼルナッツ、柑橘、
イチジク、チェリー、トロピカルフ
ルーツ

収穫期 メイン5－6月 11－12月

地域 ウスルタン県ヒキリスコ市
品種 トリニタリオ/クリオロ
発酵方法 ボックス法（木製）
発酵日数 ５日間
乾燥方法 天日干し 10日間





・勤勉性と真面目さ
約束や時間を守る文化が根付いており、発酵や乾燥が丁寧
日本人とのコミュニケーションが円滑

・品質への徹底したこだわり

エルサルバドルのカカオを育む人々

「中米の日本」と呼ばれる国民性



日本への初輸出は国全体で大きなニュースに
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